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令和３ 年度 さ いたま 市立指扇中学校 自己評価書 

            

校長  大河内 範一 印      

１  学校で設定し た「 令和２ 年度の目標」 及び関係する 「 評価項目」 について 

  「 夢を も ち 、 社会のために進んで学ぶ指扇の子ど も たち 」 の育成を めざ し て 

○やり 抜く 力で真の学力の育成（ Ｇ Ｒ Ｉ Ｔ ） ○国際社会で活躍でき る 人材の育成（ Ｇ Ｌ Ｏ Ｂ Ａ Ｌ ） ○一人ひと り の

成長を 支え 生涯学び続ける 力の育成（ Ｇ Ｒ Ｏ ＷＴ Ｈ ）  

（ １ ）  「 よ い学年、 よ い学級づく り の推進」（ Ｇ Ｒ Ｏ ＷＴ Ｈ ） →組織的な指導を 展開し 、 生徒主体の教育活動を 推進。 満足

感や所属感を 実感でき る 集団の育成等。  

（ ２ ）  「 よ い授業の実践と 学力向上」（ Ｇ Ｒ Ｉ Ｔ ） →生徒が生き 生き と 主体的に学習する 授業のと 、 個に応じ た指導の充

実、 特別支援教育の拡充、 家庭学習の定着等。  

（ ３ ）  「 信頼関係を 基盤と し た生徒指導の充実」（ Ｇ Ｌ Ｏ Ｂ Ａ Ｌ ） →毅然と し た指導の実践によ る 規範意識の向上、 集団の

中で生き て いく ス キ ルの向上。 いじ めゼロ を 目指し た積極的な生徒指導の組織的な 展開等。  

（ ４ ）  「 豊かな心と 健やかな体の育成」（ Ｇ Ｒ Ｉ Ｔ ） →道徳の授業の充実。 体験活動を 通じ ての思いやり の心の育成。 ボラ

ン ティ ア 活動の機会の拡充等。  

（ ５ ）  「 安心・ 安全な教育環境の整備と 充実」（ Ｇ Ｒ Ｏ ＷＴ Ｈ ） →積極的な教育相談・ 面談の組織的な展開。 綺麗な 学校づ

く り 。 緑化活動を 柱に季節感のあ る 学校づく り 等。  

（ ６ ）  「 開かれた学校づく り の推進」（ Ｇ Ｌ Ｏ Ｂ Ａ Ｌ ） →情報の共有化、 保護者の学校行事な ど への参加、 学校評価の学校

経営への反映、 積極的な 交流によ る 一貫性のあ る 小中一貫教育 

２  評価結果について 

学校評価（ 生徒・ 保護者・ 地域） では全体的にはど の項目も 高く 評価さ れたが、 主なも のを 以下挙げる 。  

・「 授業は分かり 易いか」 と の問いに対し て 、 肯定的に考え る 生徒が年々増加し 今年度は９ ７ ％を 超え ており 、 指導方法の工

夫改善の成果があ っ たと 考え ら れる 。 し かし 、 保護者については昨年度よ り 少し 増え たも のの８ ７ ％にと ど ま っ て し ま っ て

おり 、 生徒と 保護者の差が解消さ れる よ う 工夫に努める 必要があ る 。 ま た、「 家で予習や復習を し ていま すか」 と の問いに対

し て 、 肯定的に答え る 生徒が６ ９ ％と やや少な く 、 声を かけている 保護者は８ ０ ％であ る こ と から 、 家庭と の連携を 強化し

家庭学習の定着を 高めて いく が課題と 考え ら れる 。  

・ その他、 生徒の肯定的な考え方と し て 、「 学校は楽し いですか」 ９ ４ ％、「 先生方の指導を 信頼でき ま すか」 ９ ８ ％、「 悩み

や困っ たこ と を 相談し た時、 親身にな っ て 応じ てく れま すか」 ９ ８ ％、「 先生はあ な たのよ さ を 理解し 大切にし ていま すか」

９ ７ ％と 1 ポ イ ン ト から ２ ポイ ン ト 昨年以上に高い割合と なっ て いる 。 ま た、 保護者の肯定的な 考え と し て「 お子さ んは楽

し く 学校生活を 送っ て いま すか」 ９ ６ ％「 学校のお子さ んに対する 指導について信頼でき ま すか」 ９ ８ ％「 学校はお子さ ん

を 理解し 、 その良さ を 大切に伸ばそ う と し て いま すか」 ９ ８ ％と 高い割合にな っ て いる 。 コ ロ ナ禍の中でよ り 今ま で以上に

生徒や保護者に寄り 添う と いう 、 日頃の取組みの成果が現れている と 考え ら れる 。  

・「 学校は地域や保護者の意見を 受け止めて 教育活動に取り 組んでいま すか」 と の問いに対し て、 肯定的に考える 保護者が９

７ ％。 地域の方々は８ ５ ％（ 分から な い１ ０ ％） と 高い理解を 得ており 、 こ れま での取組の成果が表れて いる と 考えら れる 。 

・「 子ど も の将来について話し 合っ ていま すか」 と の問いに対し て 、 保護者の回答は昨年度８ ２ %から ８ ４ %と わずかな がら 増

えて いる が、 自立し き れて いない生徒の実態を 考え る と 、 学校と 保護者の連携を 強化し 、 さ ら に進路指導・ キ ャ リ ア 教育に

力を 入れる 取り 組みの必要性を 感じ る 。  

３  次年度に向けた具体的な 改善策について 

本格導入と な る Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール構想に向け年間指導計画やシラ バス を 見直し 、 生徒が課題に向かい探究する 力や価値観

を 互いに承認し あ う 感性を 育むこ と を 念頭に、 全教科で「 主体的・ 対話的で深い学び」 の実現を 目指す。  

ま た、 日頃活用し て いる 「 生活ノ ート （ やり と り 帳・ 自分ロ グ ）」 や休み時間のチャ ン ス 指導など から 今ま で以上に生徒に

寄り 添い、 家庭と の連携を さ ら に強化し 、 生徒の内面の部分と 基礎学力向上のための家庭学習の定着を はかる 。  

 


